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「
青
森
県
と
の
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
搬
出
期
限
の
約
束
を
守
る
件
」
及
び
「
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最

終
処
分
に
関
す
る
法
律
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

平
成
七
年
（
一
九
九
五
年
）
四
月
二
十
六
日
、
青
森
県
六
ヶ
所
村
の
日
本
原
燃
（
株
）
「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
（
ガ
ラ

ス
固
化
体
）
一
時
貯
蔵
施
設
」
で
、
我
が
国
電
力
会
社
の
再
処
理
委
託
で
発
生
し
た
、
ガ
ラ
ス
固
化
体
が
三
十
年
間
か
ら
五
十

年
間
の
貯
蔵
期
間
の
約
束
で
貯
蔵
が
始
ま
り
、
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
年
）
十
月
ま
で
に
千
八
百
三
十
本
搬
入
さ
れ
貯
蔵

が
続
い
て
い
る
。 

 

貯
蔵
期
間
は
、
日
本
原
燃
（
株
）
と
青
森
県
、
六
ヶ
所
村
と
の
「
六
ケ
所
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
貯
蔵
管
理
セ
ン
タ
ー
周

辺
地
域
の
安
全
確
保
及
び
環
境
保
全
に
関
す
る
協
定
書
」
（
以
下
、
安
全
協
定
と
い
う
。
）
に
規
定
さ
れ
、
同
協
定
で
管
理
期

間
終
了
時
点
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ガ
ラ
ス
固
化
体
を
電
力
会
社
に
搬
出
さ
せ
る
も
の
と
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。 

 

昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
年
）
六
月
及
び
平
成
六
年
（
一
九
九
四
年
）
六
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
原
子
力
研
究
開
発
利

用
長
期
計
画
」
（
以
下
、
原
子
力
長
計
と
い
う
。
）
で
、
三
十
年
間
か
ら
五
十
年
間
程
度
冷
却
の
た
め
貯
蔵
を
行
い
、
そ
の
後

地
下
数
百
メ
ー
ト
ル
よ
り
深
い
地
層
中
に
処
分
す
る
こ
と
を
基
本
的
な
方
針
と
す
る
、
と
し
て
い
る
。 

 

さ
ら
に
、
平
成
六
年
（
一
九
九
四
年
）
原
子
力
長
計
で
は
「
国
は
、
処
分
が
適
切
か
つ
確
実
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
責



任
を
負
う
と
と
も
に
、
（
中
略
）
必
要
な
施
策
を
策
定
し
ま
す
」
、
「
処
分
場
の
建
設
・
操
業
の
計
画
は
、
（
中
略
）
二
〇
三

〇
年
代
か
ら
遅
く
と
も
二
〇
四
〇
年
代
半
ば
ま
で
の
操
業
開
始
を
目
途
と
し
ま
す
」
と
あ
る
。 

 

ま
た
、
平
成
六
年
（
一
九
九
四
年
）
十
一
月
十
九
日
付
、
田
中
眞
紀
子
科
学
技
術
庁
長
官
か
ら
、
北
村
正
哉
青
森
県
知
事
へ

宛
て
た
「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
的
な
処
分
に
つ
い
て
（
回
答
）
」
で
は
、
原
子
力
長
計
に
、
「
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
棄
物
の
処
分
に
関
す
る
役
割
分
担
、
手
順
及
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
示
さ
れ
て
お
り
、
処
分
方
策
を
進
め
て
い
く
に
当
た
っ
て
、

国
は
処
分
が
適
切
か
つ
確
実
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
責
任
を
負
う
」
と
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
先
の
安
全
協
定
が
平
成
六
年
（
一
九
九
四
年
）
十
二
月
二
十
六
日
に
締
結
さ
れ
、
貯
蔵
管
理
期
間

及
び
搬
出
先
で
あ
る
最
終
処
分
場
の
選
定
、
確
保
の
第
一
義
的
責
任
が
政
府
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
搬
出
期
限
を
守
る
第
一
義
的

責
任
が
政
府
に
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。 

 

国
は
、
原
子
力
長
計
の
規
定
に
則
り
、
「
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
関
す
る
法
律
」
（
以
下
、
最
終
処
分
法
と
い

う
。
）
を
定
め
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
最
終
処
分
計
画
を
、
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
年
）
十
月
、
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
年
）

十
月
、
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
年
）
三
月
に
そ
れ
ぞ
れ
閣
議
決
定
し
、
最
終
処
分
場
開
始
時
期
を
「
平
成
四
十
年
代
後
半
を

目
途
」
と
し
た
こ
と
か
ら
も
、
搬
出
期
限
遵
守
の
確
実
な
実
行
が
、
政
府
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
る
。 



 

し
か
し
な
が
ら
、
第
一
の
約
束
の
三
十
年
目
で
あ
る
本
年
四
月
二
十
五
日
に
は
、
六
ヶ
所
村
施
設
か
ら
の
搬
出
の
計
画
は
お

ろ
か
、
遅
れ
る
と
の
説
明
も
国
等
か
ら
一
切
な
さ
れ
ず
、
ま
た
、
第
二
の
約
束
で
あ
る
、
二
〇
四
五
年
四
月
二
十
五
日
に
は
、

最
終
処
分
場
操
業
開
始
の
可
能
性
が
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
等
か
ら
具
体
的
取
組
方
針
等
に
つ
い
て
青

森
県
、
六
ヶ
所
村
及
び
県
民
に
対
し
て
説
明
が
な
い
の
は
、
政
府
の
責
任
を
果
た
し
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
看
過
で
き
な
い
状

況
で
あ
る
。 

国
策
で
あ
る
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
に
協
力
さ
れ
て
い
る
青
森
県
、
六
ヶ
所
村
及
び
県
民
の
安
全
安
心
が
確
保
さ
れ
国
策
に

対
す
る
不
信
、
不
安
、
疑
問
が
解
消
さ
れ
る
よ
う
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

先
に
述
べ
た
と
お
り
、
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
年
）
及
び
平
成
六
年
（
一
九
九
四
年
）
の
原
子
力
長
計
及
び
平
成
六

年
十
一
月
十
九
日
付
科
技
庁
長
官
か
ら
青
森
県
知
事
へ
の
回
答
文
書
で
「
国
は
処
分
を
適
切
か
つ
確
実
に
行
わ
れ
る
こ
と
に

対
し
て
責
任
を
負
う
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
青
森
県
六
ヶ
所
村
の
一
時
貯
蔵
施
設
か
ら
の
搬
出
期
限
の
約
束
を
守
る
第

一
義
的
責
任
は
政
府
に
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

 
 

ま
た
、
政
府
が
第
一
義
的
責
任
を
負
う
以
上
、
政
府
は
搬
出
期
限
遵
守
に
つ
い
て
「
事
業
者
を
指
導
」
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
全
面
的
に
主
体
的
具
体
的
に
対
応
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 



二 

安
全
協
定
で
管
理
期
間
を
規
定
す
る
に
あ
た
り
、
日
本
原
燃
（
株
）
は
、
平
成
六
年
（
一
九
九
四
年
）
十
一
月
十
五
日
付
、

青
森
県
知
事
に
対
す
る
「
六
ヶ
所
村
廃
棄
物
管
理
施
設
に
お
け
る
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
（
ガ
ラ
ス
固
化
体
）
の
管
理
」

に
つ
い
て
の
回
答
文
書
に
お
い
て
、
「
弊
社
は
、
ガ
ラ
ス
固
化
体
を
地
層
処
分
す
る
ま
で
の
間
三
十
年
間
か
ら
五
十
年
間
程

度
冷
却
の
た
め
貯
蔵
す
る
と
の
国
の
方
針
に
則
り
（
略
）
ガ
ラ
ス
固
化
体
を
三
十
年
間
か
ら
五
十
年
間
一
時
貯
蔵
管
理
す
る

こ
と
」
と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
各
電
力
会
社
は
平
成
六
年
（
一
九
九
四
年
）
十
一
月
十
八
日
付
、
青
森
県
知
事
に
対
す

る
上
記
回
答
文
書
で
「
国
の
方
針
に
則
り
、
管
理
期
間
を
三
十
年
間
か
ら
五
十
年
間
と
し
、
管
理
期
間
終
了
時
点
で
ガ
ラ
ス

固
化
体
を
最
終
的
な
処
分
に
向
け
て
同
施
設
よ
り
搬
出
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
」
と
し
て
い
る
。 

 
 

日
本
原
燃
（
株
）
及
び
各
電
力
会
社
が
管
理
期
間
を
三
十
年
間
か
ら
五
十
年
間
と
し
、
安
全
協
定
で
規
定
し
た
の
は
「
国

の
方
針
に
則
っ
た
」
こ
と
は
明
白
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
日
本
原
燃
（
株
）
及
び
各
電
力
会
社
の
青
森
県
知
事
宛
の
回
答
文

書
に
対
す
る
政
府
の
認
識
と
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

三 

最
終
処
分
場
開
始
時
期
に
つ
い
て
、
平
成
六
年
（
一
九
九
四
年
）
原
子
力
長
計
で
は
「
二
〇
三
〇
年
代
か
ら
遅
く
と
も
二

〇
四
〇
年
代
半
ば
」
と
し
、
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
年
）
、
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
年
）
、
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八

年
）
の
最
終
処
分
計
画
で
は
「
平
成
四
十
年
代
後
半
を
目
途
」
と
さ
れ
て
い
る
。 



１ 

そ
れ
ら
が
、
異
な
っ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
現
時
点
で
政
府
と
し
て
目
指
し
て

い
る
開
始
時
期
と
そ
の
理
由
及
び
そ
の
実
現
の
可
能
性
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

さ
ら
に
、
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
年
）
の
最
終
処
分
計
画
で
は
、
平
成
二
十
年
代
中
頃
を
目
途
に
精
密
調
査
地
区
を

選
定
し
、
平
成
四
十
年
前
後
を
目
途
に
最
終
処
分
施
設
建
設
地
を
選
定
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
実
現
の
可
能
性

に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

３ 

最
終
処
分
場
操
業
ま
で
に
、
調
査
、
建
設
工
事
で
三
十
年
程
度
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
六
ヶ
所
村
の
一
時
貯

蔵
施
設
か
ら
の
搬
出
期
限
で
あ
る
二
〇
四
五
年
四
月
ま
で
に
は
、
最
終
処
分
場
操
業
は
間
に
合
わ
な
い
と
考
え
る
が
、
政
府

の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。
加
え
て
、
最
終
処
分
場
操
業
開
始
が
間
に
合
わ
な
い
可
能
性
が
高
い
状
況
を
踏
ま
え
、
処
分
場
以

外
に
搬
出
す
る
方
策
及
び
そ
の
た
め
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
策
定
に
つ
い
て
、
政
府
と
し
て
、
主
体
的
、
具
体
的
に
期
限
を
区
切

り
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
と
対
応
を
示
さ
れ
た
い
。 

四 

経
済
産
業
大
臣
は
、
電
気
事
業
連
合
会
に
搬
出
時
期
遵
守
の
検
討
を
求
め
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
内
容
に
つ
い
て
、

政
府
は
電
気
事
業
連
合
会
か
ら
ど
の
よ
う
な
説
明
を
受
け
て
い
る
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
こ
の
検
討
に
つ
い
て
政

府
と
し
て
期
限
を
区
切
り
、
内
容
を
具
体
的
に
示
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 



五 

青
森
県
の
一
時
貯
蔵
施
設
か
ら
の
搬
出
期
限
は
、
二
〇
四
五
年
四
月
二
十
五
日
で
あ
る
が
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
で
発
生
し
た
除
染
土
を
福
島
県
外
の
最
終
処
分
場
に
搬
出
す
る
期
限
は
二
〇
四
五
年
三
月
で
あ
る
。
除
染
土
に
つ

い
て
は
政
府
と
し
て
搬
出
期
限
を
法
で
定
め
、
全
閣
僚
会
議
で
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
策
定
し
、
政
府
が
主
体
的
全
面
的
に
取
り
組

む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
青
森
県
か
ら
の
搬
出
時
期
約
束
を
守
る
た
め
に
、
政
府
と
し
て
「
貯
蔵

期
間
」
「
搬
出
期
限
」
を
法
で
定
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
と
対
応
を
示
さ
れ
た
い
。 

六 

最
終
処
分
法
で
最
終
処
分
計
画
を
五
年
ご
と
に
十
年
を
一
期
と
す
る
計
画
を
定
め
、
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
義
務

づ
け
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
年
）
三
月
以
降
策
定
し
て
い
な
い
の
は
政
府
の
怠
慢
で
あ
る
。 

政
府
関
係
者
か
ら
は
、
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
年
）
、
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
年
）
に
基
本
方
針
を
策
定
し
て
い
る
と

の
説
明
も
聞
く
が
、
基
本
方
針
に
は
、
最
終
処
分
計
画
に
記
載
さ
れ
て
い
る
放
射
性
廃
棄
物
の
発
生
見
込
量
や
最
終
処
分
開
始

時
期
及
び
各
種
調
査
、
処
分
地
設
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
基
本
方
針
を
策
定
し
た
か
ら
と
し
て
、

法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
処
分
計
画
を
策
定
し
な
く
て
い
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。 

 

１ 

策
定
し
て
こ
な
か
っ
た
理
由
及
び
策
定
時
期
に
つ
い
て
政
府
の
具
体
的
対
応
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

最
終
処
分
法
第
五
条
で
、
原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構
が
、
概
要
調
査
を
実
施
す
る
た
め
に
実
施
計
画
を
策
定
す
る
必



要
が
あ
り
、
そ
の
計
画
は
「
最
終
処
分
計
画
に
従
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
年
）
の
処

分
計
画
に
代
わ
る
新
た
な
処
分
計
画
を
策
定
し
な
け
れ
ば
、
現
在
、
文
献
調
査
を
実
施
し
て
い
る
地
域
で
の
概
要
調
査
へ
の
移

行
は
困
難
で
、
処
分
場
開
始
時
期
は
更
に
遅
れ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
と
対
応
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

３ 

処
分
計
画
で
、
ガ
ラ
ス
固
化
体
発
生
量
及
び
最
終
処
分
施
設
の
規
模
、
調
査
、
建
設
、
開
始
時
期
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

を
公
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
最
新
の
計
画
を
国
民
に
説
明
し
な
け
れ
ば
処
分
場
に
関
す
る
国
民
の

理
解
、
協
力
は
進
ま
な
い
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

七 

政
府
は
こ
れ
ま
で
、
最
終
処
分
場
建
設
工
事
に
、
十
年
間
程
度
必
要
と
説
明
し
て
い
る
。
地
下
三
百
メ
ー
ト
ル
以
深
に
、

約
二
百
～
三
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
工
事
が
十
年
程
度
で
可
能
な
の
か
。
ま
た
、
自
治
体
に
よ
っ
て
は
、
住
民

投
票
等
の
手
続
が
必
要
と
の
声
も
あ
り
、
こ
れ
ら
手
続
に
要
す
る
時
間
を
ど
の
よ
う
に
見
込
ん
で
い
る
の
か
、
各
々
政
府
の
見

解
を
示
さ
れ
た
い
。 

八 

最
終
処
分
場
に
関
す
る
安
全
審
査
の
基
準
等
に
つ
い
て
は
、
場
所
の
地
層
、
地
質
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
の
政
府
関
係

者
の
説
明
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
是
と
す
る
な
ら
ば
、
場
所
が
決
定
し
て
か
ら
基
準
を
定
め
、
施
設
の
設
計
を
行
い
、
申
請
さ
れ

た
内
容
に
つ
い
て
安
全
審
査
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
そ
の
所
要
時
間
が
極
め
て
不
透
明
で
、
処
分
開
始
時
期
も
不
透
明
と
な



ら
ざ
る
を
得
な
い
。 

１ 
施
設
の
設
計
、
申
請
、
安
全
審
査
、
認
可
、
着
工
に
要
す
る
期
間
を
ど
の
よ
う
に
見
込
ん
で
い
る
の
か
、
政
府
の
見
解

を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
現
時
点
は
「
三
十
年
間
程
度
」
の
間
の
ど
の
工
程
に
い
る
と
見
込
ん
で
い
る
の
か
、
政
府
の
認
識
を

説
明
さ
れ
た
い
。 

２ 

最
終
処
分
場
の
調
査
、
建
設
に
三
十
年
間
程
度
必
要
と
説
明
し
て
き
た
が
、
既
に
文
献
調
査
が
四
年
以
上
経
ち
、
建
設

工
事
を
十
年
程
度
と
見
込
ん
で
い
る
も
の
の
、
安
全
審
査
期
間
及
び
場
所
に
よ
っ
て
は
、
用
地
買
収
や
各
種
開
発
行
為
許
可
事

務
手
続
、
工
事
用
道
路
等
整
備
に
要
す
る
時
間
等
が
必
要
に
な
る
た
め
、
「
三
十
年
間
程
度
」
と
す
る
期
間
を
全
面
的
に
見
直

さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
と
対
応
を
示
さ
れ
た
い
。 

３ 

最
終
処
分
場
の
完
成
時
期
が
延
期
を
重
ね
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、
政
府
は
、
最
終
処
分
場
が
完
成
し
な
い
場
合

や
最
終
処
分
の
開
始
時
期
が
確
定
し
な
い
場
合
を
想
定
し
て
、
放
射
性
廃
棄
物
の
貯
蔵
、
搬
出
の
計
画
を
検
討
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

九 

多
く
の
自
治
体
で
核
の
ゴ
ミ
拒
否
条
例
を
制
定
さ
れ
、
青
森
県
の
四
代
に
わ
た
る
知
事
と
文
献
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る

北
海
道
、
佐
賀
県
の
両
知
事
も
最
終
処
分
地
を
拒
否
し
て
い
る
ほ
か
、
先
に
共
同
通
信
社
が
行
っ
た
全
国
四
十
七
知
事
ア
ン
ケ



ー
ト
で
も
、
処
分
場
受
入
れ
に
賛
成
の
知
事
は
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
文
献
調
査
実
施
地
区
に
名
前
が
上
が
っ
た
島
根
県
益

田
市
長
及
び
同
県
知
事
と
長
崎
県
対
馬
市
長
、
さ
ら
に
は
益
田
市
に
隣
接
す
る
山
口
県
萩
市
長
が
反
対
の
意
思
を
表
明
し
て
い

る
。
多
く
の
自
治
体
が
最
終
処
分
地
を
拒
否
す
る
理
由
に
つ
い
て
、
政
府
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
、
見
解
を
示
さ

れ
た
い
。 

十 

こ
れ
ま
で
の
原
子
力
長
計
で
示
さ
れ
て
き
た
最
終
処
分
場
開
始
時
期
や
第
二
再
処
理
工
場
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
用
再
処
理
工
場

計
画
及
び
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
計
画
等
の
重
要
な
原
子
力
政
策
は
、
い
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
。 

１ 

こ
の
こ
と
か
ら
、
政
府
の
原
子
力
政
策
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
が
失
わ
れ
、
国
策
と
し
て
の
妥
当
性
と
正
当
性
が
問
わ

れ
て
い
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

最
終
処
分
場
の
見
通
し
が
無
い
中
で
、
今
後
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
本
格
操
業
や
将
来
、
む
つ
中
間
貯
蔵
施
設
由
来
の

再
処
理
及
び
、
使
用
済
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
の
再
処
理
も
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
は
、
最
終
処
分
の
目
途
が
立
た

な
い
核
の
ゴ
ミ
が
、
「
一
時
貯
蔵
」
と
の
名
目
で
、
長
期
的
に
青
森
県
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
県
民
の
不
安
が
募
り
、
県

政
の
苦
悩
が
続
き
、
青
森
県
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
を
招
き
か
ね
な
い
と
の
県
民
の
声
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る
政
府
の
見
解

と
対
応
を
示
さ
れ
た
い
。 



 

ま
た
、
最
終
処
分
場
操
業
の
目
途
が
つ
か
な
い
状
況
で
は
、
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
本
格
操
業
は
見
合
わ
せ
る
べ
き
と
の
県

民
の
声
も
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る
政
府
の
見
解
と
対
応
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


